
 
 
 

首都圏中央連絡自動車道の事業認定申請に向けた説明会開催と 
開通目標年度の変更について 

記者発表資料 
 

 国道４６８号首都圏中央連絡自動車道（圏央道）の東金インター・ジャンクション（仮称）～

茂原長南インターチェンジ（仮称）間についての説明会を次のとおり開催することとしましたの

で、お知らせします。 

 当該区間は多くの地権者のご協力を得て、これまでに約９３％の用地を取得でき、順次工事を

進めているところですが、用地取得の見通しが立てにくいものであることから、着実な事業進捗

を図るため、事業認定の申請準備を進めているところです。なお、引き続き任意による用地買収

のご協力が得られるよう精一杯努めてまいります。 

つきましては、今後の用地取得や工事工程を考慮すると、平成２２年度の開通目標の達成が困

難なため、開通目標を平成２４年度に変更することも併せてお知らせします。 

 

説明会の開催について 

 土地収用法第１５条の１４に基づき、下記事業の目的及び内容についての説明会を次のとおり

開催いたします。 

○起業者の名称及び住所 

  国土交通大臣（東京都千代田区霞が関二丁目１番３号） 

  東日本高速道路株式会社（東京都千代田区霞が関三丁目３番２号） 

○事業の種類 

一般国道４６８号新設工事（首都圏中央連絡自動車道）[有料道路名「東京湾横断・木更津東

金道路」]（千葉県東金市丹尾字千眼下地内から同県長生郡長南町関原字福出谷地内までの間）

並びにこれに伴う市道及び町道付替工事 

○事業の施行を予定する土地の所在 

千葉県東金市丹尾字千眼下地内から同県長生郡長南町関原字福出谷地内までの間 

○日 時 平成２１年 ５月２９日（金）１８時～２０時（受付開始１７時） 

○会 場 茂原市民会館 大ホール（千葉県茂原市茂原１０１番地） 

○主 催 国土交通省 関東地方整備局 千葉国道事務所 

     東日本高速道路株式会社 関東支社 木更津工事事務所 

 

平成２１年５月１８日 

国土交通省 関東地方整備局 千葉国道事務所 

東日本高速道路株式会社 関東支社 木更津工事事務所 

発表記者クラブ 

竹芝記者クラブ   横浜海事記者クラブ   神奈川建設記者会   千葉県政記者会 

千葉市政記者会   茂原記者クラブ     市原市記者クラブ   木更津記者クラブ 

問合せ先 

国土交通省 関東地方整備局 千葉国道事務所     電話 043-287-0311㈹ 

副所長 窪田
く ぼ た

 達也
た つ や

  調査課長 渡辺
わたなべ

 正
ただし

  用地第一課長 小菅
こ す げ

 浩
ひろし

 

東日本高速道路株式会社 関東支社 木更津工事事務所 電話 0438-22-5210㈹ 

副所長 小島
こ じ ま

 均
ひとし

   工務課長 下山
しもやま

 稔
みのる

  用地課長 平泉
ひらいずみ

 聡哉
と し や

 



 

 

路線の概要 

 

 国道４６８号首都圏中央連絡自動車道（通称：圏央道）は、都心から半径約 40～60

㎞の位置に計画されている延長約３００㎞の自動車専用道路であり、都心から延びる

放射状の道路を繋ぐことにより、都心への交通を分散し、渋滞の緩和が図られます。 

 また、成田・茂原・木更津などの都市を連絡し、生活における行動範囲を広げると

共に、周辺産業の発展にも貢献するとともに、災害時などにおいて消防・救急活動な

どの速やかな対応を図るための緊急輸送路としての役割も担います。 

 現在、東金インター・ジャンクション（仮称）～茂原長南インターチェンジ(仮称)

間における用地取得率は約 93％となっております。 

 

 

※ 未開通区間のＩＣ、ＪＣＴ名（東金 IC･JCT、茂原北、茂原長南、市原南）は仮称。 

未開通区間 

開通目標年度

変更区間 

平成 22 年度 

↓ 

平成 24 年度 
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■土地収用法の手続きの主な流れ（当該事業の場合） 

 

 

（
起
業
者
→
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土
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臣
）
【
法
第
十
八
条
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事
業
認
定
の
申
請 

※１：公聴会を開催すべき旨の請求があったときその他必要があると認めるとき 

※２：事業の認定に関する処分を行う機関が行おうとしている処分に対して反対の内容の意見書が提出された場合 



 

 

案内図 
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